
市民一人あたりの
千葉市の借金総額
平成24年度決算

128
万円

ご意見・ご感想を市民ネットワークわかばまでお寄せ下さい。本紙を配布するボランティアも募集中

市民ネットワークは平和憲法を守り、原発のない社会を目指します 2013年11月

山田京子
の
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今
議
会
は
、
2
0
1
2
年
度
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

厳
し
い
や
り
繰
り
で
、
収
入
不
足
を
し
の
い
だ
も
の
の
、
政

令
市
中
、
財
政
の
健
全
化
度
が
い
ま
だ
ワ
ー
ス
ト
で
す
。
し

か
し
特
別
枠
を
設
け
て
防
災
対
策
、
子
育
て
支
援
や
地
域
経

済
活
性
化
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
、
借
金
総
額
が
減
る

傾
向
に
あ
り
、
少
し
ず
つ
好
転
の
兆
し
が
見
え
る
こ
と
か
ら

決
算
を
認
定
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
議
案
で
は
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
、
保
育
所
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
な
ど
公
共
施
設
の

今
後
に
関
す
る
重
た
い
議
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
案
質
疑

な
ど
で
充
分
検
討
し
、
す
べ
て
賛
成
と
し
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
度
決
算
は
ど
う
だ
っ
た
か

　

一
般
会
計
決
算
は
、　

億
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
、
市
債

管
理
基
金
（
借
金
を
返
す
た
め
の
貯
金
）

か
ら
借
り
て
い
る
お
金
の
う
ち　

億
円

返
す
予
定
を
、
5
億
円
だ
け
に
し
て
、

さ
ら
に
、
退
職
金
を
払
う
た
め
に
、
退

職
手
当
債
（
こ
れ
も
借
金
）
を
発
行
し

て
、
よ
う
や
く
黒
字
と
し
た
も
の
で
し

た
。
で
す
か
ら
実
質
は
赤
字
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険

事
業
は
単
年
度
で
は
黒
字
だ
っ
た
も
の

の
、
累
積
赤
字
1
1
6
億
円
を
翌
年
度

分
か
ら
前
借
り
（
繰
り
上
げ
充
用
）
し

て
処
理
し
ま
し
た
。
国
保
の
経
営
が
苦

し
い
の
は
ど
こ
の
自
治
体
も
そ
う
で
す

が
、
千
葉
市
は
一
般
会
計
が
苦
し
い
た

め
、
国
保
に
少
し
し
か
繰
り
入
れ
で
き

な
い
こ
と
が
響
い
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
特
別
会
計
、
企
業
会
計
（
収
益
的
収

支
）
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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■
今
後
の
見
通
し
は
？

　

こ
こ
数
年
の
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
か
ら
、
今
後
の
見
通
し
で
は
、
実
質

公
債
費
比
率
（
自
治
体
の
自
由
に
な
る

財
源
に
占
め
る
借
金
返
済
の
割
合
）
が
、

　

％
以
上
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
状
態
＝

借
金
が
制
限
さ
れ
る
）
と
な
る
こ
と
は

回
避
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
も
少

し
ず
つ
好
転
の
兆
し
が
数
値
の
上
で
表

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
こ
と
や
、

所
得
の
格
差
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
保
護
が
増
え
ま
す
。
あ
れ
も
こ
れ

も
欲
し
い
と
は
言
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

税
金
を
ど
こ
に
集
中
し
て
使
う
べ
き
か
、

市
民
と
共
に
考
え
て
い
く
べ
き
時
代

で
す
。
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なぜ早い？
　市職員の人事異動

あんしんケアセンターは
　　　　　増えたけれど・・・・・ 代表質疑から代表質疑から代表質疑から

　市の職員には異動が付きものとわかってはいるものの、最近は１年
で動いてしまう職員もおり、専門性は高められるのか、仕事の継続性
は大丈夫なのか、市民との信頼関係が断ち切られる心配はないのかと
感じていました。そこで、人事異動の考え方を聞きました。
　答弁では、一般職員は概ね３年から４年を目安に、能力、知識、適
性を総合的に判断し、本人の意向も参考に異動しているとのこと。若
手職員については『ジョブローテーション指針』（必要な能力を身に
つけ、適性を見出すため、市民対応部門や内部事務部門等、性質の異
なる業務を二つ以上経験できるような人事異動の原則：Ｈ２３年度に
策定）に基づき異動しているとのことです。
　管理職については、現在定年での退職が多いため、ポスト補充の必
要から異動の年数が短く１年で異動となることもあるとのこと。市民
との信頼関係や業務の継続性が保たれるよう、今後も十分配慮すると
の答弁でした。
　複数分野の経験が生きることは想像できますが、職員には専門性の
高さが求められています。少なくとも１年で異動ということのないよ
うな人事体制作りが必要です。

　あんしんケアセンター（高齢者や介護の相談窓口）が昨年度倍増した
ことから、市に評価を聞くと「担当地域が狭くなったため、きめ細かに
活動できる」「身近で専門的な相談窓口として機能している」、一方、
「ケアマネ支援や虐待対応などノウハウの蓄積の違いによりセンター間
で差が生じている」との答弁でした。
　市民ネットワークちばが行った聞き取りからは「認知症の親＋病気で
働けない子→生活困窮といった困難ケースの増加」「成年後見制度が必
要だが手続きが進まない」「区の福祉関係部署との関係改善が必要」と
いった課題が見えてきました。
　あんしんケアセンターからの問いかけに十分応じられるような、区の
職員体制の充実を求めました。

　　　　　　　　　　　　　若葉区の４つのあんしんケアセンター（大
　　　　　　　　　　　　宮台・桜木・千城台・みつわ台）で聞きました。
　　　　　　　　　　　　・センター主催の認知症サポーター養成講座
　　　　　　　　　　　　　は、地域の人に認知症の正しい知識を持っ
　　　　　　　　　　　　　てもらい、理解不足から起こるトラブルを
　　　　　　　　　　　　　防止するため役立っている。
・徘徊者のケア等、センターと地域の連携で支える例がある一方、地域
　に情報をオープンにしたがらない家族もいる。通報を受け行ってみる
　と孤独死を発見したことも。家族間や地域での人間関係の希薄化を感
　じる。民政委員や病院のソーシャルワーカー等とも連携し、顔の見え
　る関係を強化したい。
・民間事業者が運営しているため、個人情報に直接アクセスできない。
　市直営のセンターが区に1か所でもあれば対応も早く、状況も把握し
　やすい。
　せっかくできた相談窓口をもっとPRし、活用することで、年をとっ
ても安心して住める若葉区になると感じました。　　　　　　 （岩﨑）

深刻になる前にぜひ相談を
　　　　「あんしんケアセンター」

千葉市のユースホステルが終了します千葉市のユースホステルが終了します千葉市のユースホステルが終了します
　

昭
和
の
森
に
あ
る
、
千
葉
市
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
廃
止
の
議
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
い
料
金
で
、
客
同
士
の
交
流
の
場
も
あ

る
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
は
、
昭
和　

年
代
に
は

全
国
的
に
多
く
の
若
者
を
ひ
き
つ
け
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
利
用
が
減
り
、
青
少
年
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
合
宿
が
中
心
で
、
個
人
や

小
グ
ル
ー
プ
の
利
用
が
減
り
、
今
後
の
維
持

管
理
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

併
設
の
キ
ャ
ン
プ
場
も
廃
止
す
る
こ
と
と

な
り
、
引
き
受
け
る
事
業

者
を
募
集
中
で
す
。

　

民
間
業
者
が
、
新
た
な

使
い
道
を
提
案
し
、
魅
力

あ
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

60

・
・

・
・
・
・
・


